
(57)【要約】
【課題】　基板との密着性を改善した光学異方体の効率的な製造方法を提供する。
【解決手段】　重合性液晶組成物を基板に塗布した後、重合性液晶組成物がスメクチック
A相を呈する温度に調節することによって、基板面に対して重合性液晶組成物中の液晶分
子をホメオトロピック配向させ、その状態で活性エネルギー線を照射し配向状態を固定す
ることを特徴とする光軸が基板面に対して垂直方向にある光学異方体の製造方法を提供す
る。本願発明の製造方法により、極性が高いか又は疎水性が低い界面であっても容易に光
軸が基板面に対して垂直方向にある光学異方体を製造することが可能となる。当該方法で
製造された光学異方体は、基板との密着性に優れ、製造効率も高いことから Cプレート等
の構成部材として有用である。
【選択図】　　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
重 合 性 液 晶 組 成 物 を 基 板 に 塗 布 し た 後 、 重 合 性 液 晶 組 成 物 が ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 す る 温
度 に 調 節 す る こ と に よ っ て 、 基 板 面 に 対 し て 重 合 性 液 晶 組 成 物 中 の 液 晶 分 子 を ホ メ オ ト ロ
ピ ッ ク 配 向 さ せ 、 そ の 状 態 で 活 性 エ ネ ル ギ ー 線 を 照 射 し 配 向 状 態 を 固 定 す る こ と を 特 徴 と
す る 光 軸 が 基 板 面 に 対 し て 垂 直 方 向 に あ る 光 学 異 方 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
重 合 性 液 晶 組 成 物 が ス メ ク チ ッ ク A－ ネ マ チ ッ ク 相 系 列 を 有 し 、 ス メ ク チ ッ ク A－ ネ マ チ ッ
ク 相 転 移 温 度 が 、 基 板 の 温 度 に 対 し て 1～ 25℃ 高 く 設 定 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 製 造 方
法
【 請 求 項 ３ 】
基 板 に 配 向 膜 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 製 造 方 法
【 請 求 項 ４ 】
重 合 性 液 晶 組 成 物 が 一 般 式 （ Ｉ ）
【 化 １ 】
　
　
　
（ 式 中 、 Ｗ １ 及 び Ｗ ２ は そ れ ぞ れ 独 立 的 に 単 結 合 、 － Ｏ － 、 － Ｃ Ｏ Ｏ － 又 は － Ｏ Ｃ Ｏ － を
表 し 、 Ｙ １ 及 び Ｙ ２ は そ れ ぞ れ 独 立 的 に － Ｃ Ｏ Ｏ － 又 は － Ｏ Ｃ Ｏ － を 表 し 、 ｐ 及 び ｑ は そ
れ ぞ れ 独 立 的 に ２ ～ １ ８ の 整 数 を 表 す が 、 式 中 に 存 在 す る １ ， ４ － フ ェ ニ レ ン 基 は 炭 素 原
子 数 １ ～ ７ の ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ル カ ノ イ ル 基 、 シ ア ノ 基 又 は ハ ロ ゲ ン 原 子 で
一 つ 以 上 置 換 さ れ て い て も 良 い 。 ） で 表 さ れ る 化 合 物 を 含 有 す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ
か に 記 載 の 光 学 異 方 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
重 合 性 液 晶 組 成 物 が 一 般 式 （ II）
【 化 ２ 】
　
　
　
（ 式 中 、 Ｗ ３ 及 び Ｗ ４ は そ れ ぞ れ 独 立 的 に 単 結 合 、 － Ｏ － 、 － Ｃ Ｏ Ｏ － 又 は － Ｏ Ｃ Ｏ － を
表 し 、 Ｙ ３ は － Ｃ Ｏ Ｏ － 又 は － Ｏ Ｃ Ｏ － を 表 し 、 ｒ 及 び ｓ は そ れ ぞ れ 独 立 的 に ２ ～ １ ８ の
整 数 を 表 す が 、 式 中 に 存 在 す る １ ， ４ － フ ェ ニ レ ン 基 は 炭 素 原 子 数 １ ～ ７ の ア ル キ ル 基 、
ア ル コ キ シ 基 、 ア ル カ ノ イ ル 基 、 シ ア ノ 基 又 は ハ ロ ゲ ン 原 子 で 一 つ 以 上 置 換 さ れ て い て も
良 い 。 ） で 表 さ れ る 化 合 物 を 含 有 す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 光 学 異 方 体 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
重 合 性 液 晶 組 成 物 が 一 般 式 （ III）
【 化 ３ 】
　
　
　
（ 式 中 、 Ｗ ５ は 単 結 合 、 － Ｏ － 、 － Ｃ Ｏ Ｏ － 又 は － Ｏ Ｃ Ｏ － を 表 し 、 Ｙ ４ 及 び Ｙ ５ は そ れ
ぞ れ 独 立 に 単 結 合 、 -CH 2 CH 2 COO-、 -CH 2 CH 2 OCO-、 -COOCH 2 CH 2 -、 -OCOCH 2 CH 2 -、 -CH 2 CH 2 -、
-CH 2 O-、 -OCH 2 -、 -COO-、 -OCO-、 -C≡ C-、 -CH=CH-、 -CF=CF-、 -(CH 2 ) 4 -、 -CH 2 CH 2 CH 2 O-、
-OCH 2 CH 2 CH 2 -、 -CH=CH-CH 2 CH 2 -、 -CH 2 CH 2 -CH=CH-、 -CH=CH-COO-又 は -OCO-CH=CH-を 表 し 、
ｔ は ２ ～ １ ８ の 整 数 を 表 し 、 ｎ は ０ ま た は １ を 表 す が 、 式 中 に 存 在 す る １ ， ４ － フ ェ ニ レ
ン 基 は 炭 素 原 子 数 １ ～ ７ の ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ル カ ノ イ ル 基 、 シ ア ノ 基 又 は ハ
ロ ゲ ン 原 子 で 一 つ 以 上 置 換 さ れ て い て も 良 い 。 ） で 表 さ れ る 化 合 物 を 含 有 す る 請 求 項 １ か
ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 光 学 異 方 体 の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 で 製 造 さ れ た 光 学 異 方 体 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 光 学 異 方 体 を 具 備 し た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 表 示 モ ー ド が Ｉ Ｐ Ｓ （ イ ン プ レ ー ン ス イ ッ チ ン グ ） 方 式 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 表 示 モ ー ド が SS-FLC（ 表 面 安 定 化 強 誘 電 性 液 晶 ） 方 式 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 光 学 異 方 体 の 製 造 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 重 合 性 液 晶 材 料 を 基 板 に 塗 布 し た 後 、 配 向 さ せ た 状 態 で 光 重 合 さ せ る こ と に よ り 位 相 差
フ ィ ル ム な ど の 光 学 異 方 体 を 製 造 す る 方 法 が 知 ら れ て い る 。 液 晶 材 料 は 多 様 な 配 向 構 造 を
と る こ と が で き る た め 、 高 分 子 を 延 伸 処 理 し て 作 製 す る 光 学 異 方 体 で は 実 現 困 難 な 特 性 を
得 る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 重 合 性 液 晶 を 用 い た 光 学 異 方 体 製 造 方 法 の 特 長 を 生 か
し た 位 相 差 フ ィ ル ム の 例 と し て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 技 術 分 野 で Cプ レ ー ト と 呼 ば れ る 位
相 差 フ ィ ル ム が あ る 。 こ の 位 相 差 フ ィ ル ム は 、 フ ィ ル ム 面 内 方 向 の 屈 折 率 は 一 様 で あ り 、
厚 み 方 向 の 屈 折 率 が 面 内 方 向 と 異 な っ て い る 。 つ ま り 光 軸 は フ ィ ル ム 面 に 対 し て 垂 直 方 向
に 存 在 す る 。 こ の よ う な フ ィ ル ム は 、 重 合 性 ネ マ チ ッ ク 液 晶 材 料 の ダ イ レ ク タ ー （ direct
or） が 基 板 に 対 し て 垂 直 に な る よ う に 配 向 さ せ 、 つ ま り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 さ せ た 状
態 に て 重 合 性 液 晶 材 料 を 重 合 ・ 硬 化 さ せ る こ と に よ っ て 製 造 で き る こ と が 知 ら れ て い る 。
一 般 に 、 基 板 に 重 合 性 ネ マ チ ッ ク 液 晶 材 料 を 塗 布 し た だ け で は ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し な
い た め 、 基 板 に 「 垂 直 配 向 膜 」 と よ ば れ る 配 向 膜 を 形 成 す る こ と や 界 面 活 性 剤 等 で 処 理 す
る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 配 向 膜 を 形 成 し た り 、 界 面 活 性 剤 で 処 理 す る こ と は 、 作 製
さ れ た 光 学 異 方 体 と 基 板 と の 密 着 性 を 損 な っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。 こ れ は 、 ネ マ
チ ッ ク 液 晶 材 料 を ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 さ せ る に は 、 極 性 の 低 い 、 疎 水 性 の 高 い 表 面 が 必
要 で あ る こ と 、 も し く は 表 面 自 由 エ ネ ル ギ ー の 低 い 表 面 が 必 要 で あ る こ と に 関 係 し て い る
と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 配 向 膜 の 形 成 又 は 界 面 活 性 剤 を 用 い ず に 、 密 着 性 の 問 題 を 解 決 す る 手 段 と し て 、 電 界 を
用 い て ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 さ せ る 方 法 も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 し か し 、 電 界
を 印 可 す る た め に は 通 常 の 液 晶 セ ル と 同 様 に 、 重 合 性 液 晶 材 料 を ２ 枚 の 基 板 で 挟 時 さ せ る
必 要 が あ り 、 製 造 効 率 や コ ス ト の 面 で 問 題 が あ る 。
　 以 上 の よ う に 、 製 造 効 率 を 低 下 す る こ と な く 基 板 と の 密 着 性 を 改 善 し た 光 軸 が 基 板 面 に
対 し て 垂 直 方 向 に あ る 光 学 異 方 体 の 製 造 は 容 易 で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ １ ９ １ ５ 号 公 報 （ 請 求 項 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 基 板 と の 密 着 性 を 改 善 し た 光 学 異 方 体 の 効 率 的 な 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 発 明 者 ら は 基 板 に 垂 直 配 向 膜 の 形 成 又 は 界 面 活 性 剤 等
で の 処 理 を 行 わ ず に 、 液 晶 分 子 を ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 さ せ る こ と が 可 能 な 方 法 に つ い て
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検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 重 合 性 液 晶 組 成 物 を 基 板 表 面 に 塗 布 し た 際 に ス メ ク チ ッ ク A相
を 呈 す る よ う な 重 合 性 液 晶 組 成 物 を 用 い る こ と に よ り 、 前 述 の 方 法 を 用 い る こ と な く 液 晶
分 子 を ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 さ せ る こ と が 可 能 な こ と を 見 出 し 本 願 発 明 の 完 成 に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 重 合 性 液 晶 組 成 物 を 基 板 に 塗 布 し た 後 、 重 合 性 液 晶 組 成 物 が ス メ ク チ ッ ク A
相 を 呈 す る 温 度 に 調 節 す る こ と に よ っ て 、 基 板 面 に 対 し て 重 合 性 液 晶 組 成 物 中 の 液 晶 分 子
を ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 さ せ 、 そ の 状 態 で 活 性 エ ネ ル ギ ー 線 を 照 射 し 配 向 状 態 を 固 定 す る
こ と を 特 徴 と す る 光 軸 が 基 板 面 に 対 し て 垂 直 方 向 に あ る 光 学 異 方 体 の 製 造 方 法 を 提 供 す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ り 、 極 性 が 高 い か 又 は 疎 水 性 が 低 い 界 面 で あ っ て も 容 易 に 光 軸 が
基 板 面 に 対 し て 垂 直 方 向 に あ る 光 学 異 方 体 を 製 造 す る こ と が 可 能 と な る 。 当 該 方 法 で 製 造
さ れ た 光 学 異 方 体 は 、 基 板 と の 密 着 性 に 優 れ 、 製 造 効 率 も 高 い こ と か ら Cプ レ ー ト 等 の 構
成 部 材 と し て 有 用 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 重 合 性 液 晶 組 成 物 を 塗 布 す る 際 は 、 そ の ま ま 塗 布 し て も 、 ま た 溶 媒 に 溶 解 さ せ て 塗 布 し
て も 良 い 。 重 合 性 液 晶 組 成 物 を 溶 解 さ せ る 溶 媒 は 、 所 望 の 濃 度 で 溶 解 さ せ る こ と が で き 、
か つ 所 望 の 蒸 気 圧 を 有 す る 有 機 溶 媒 で あ れ ば 、 特 に 制 限 な く 使 用 す る こ と が で き る 。 好 ま
し い 溶 媒 と し て は 、 例 え ば ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 ク メ ン な ど の ア ル キ ル 置 換 ベ ン ゼ ン や プ
ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 、 酢 酸 ブ チ ル 等 の エ ー テ ル や エ ス テ ル
類 を 挙 げ る こ と が で き る 。 さ ら に こ れ ら の 溶 媒 に ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド 、 γ － ブ チ ロ ラ ク
ト ン 、 N-メ チ ル ピ ロ リ ジ ノ ン 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 、 酢 酸 エ チ ル 等 を 添 加 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 発 明 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 光 学 異 方 体 を Cプ レ ー ト と し て 応 用 す る 場 合 、
基 板 は 製 造 し た 光 学 異 方 体 の 支 持 板 と し て 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 一 般 的 に Cプ レ ー ト
の 厚 み は 数 ～ 20μ ｍ 程 度 で あ る た め 、 単 体 で 十 分 な 機 械 的 強 度 を 確 保 し づ ら い た め で あ る
。 こ の よ う な 目 的 か ら 、 基 板 と し て 液 晶 セ ル の ガ ラ ス 基 板 を 使 用 す る こ と が で き る 。 該 ガ
ラ ス 基 板 に カ ラ ー フ ィ ル タ ー や TFT（ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） が 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 ま た
、 Cプ レ ー ト は 他 の 位 相 差 フ ィ ル ム や 偏 光 フ ィ ル ム と 組 み 合 わ せ て 用 い ら れ る 場 合 が 多 い
の で 、 こ れ ら の フ ィ ル ム を 基 板 と し て 用 い て も 良 い 。 具 体 的 に は 他 の 位 相 差 フ ィ ル ム と し
て は 重 合 性 液 晶 を 硬 化 さ せ て 製 造 し た も の や 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ン
、 ポ リ オ レ フ ィ ン （ 製 品 名 「 ア ー ト ン 」 （ Ｊ Ｓ Ｒ 製 ） 、 「 ゼ オ ノ ア 」 （ 日 本 ゼ オ ン 製 ） 等
） 等 を あ げ る こ と が で き る 。 ま た 、 偏 光 フ ィ ル ム の ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 保 護 フ ィ ル ム
で あ る セ ル ロ ー ス ア シ レ ー ト 、 例 え ば TACと 称 さ れ る ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス 等 を あ げ る
こ と が で き る 。 こ れ ら の 基 板 に は 、 光 学 異 方 体 と の 密 着 性 を さ ら に 改 善 す る 目 的 で 、 ポ リ
イ ミ ド 配 向 膜 、 こ の 中 で も 通 常 水 平 配 向 膜 と し て TNや IPS方 式 の デ ィ ス プ レ イ に 使 用 さ れ
て い る 配 向 膜 を 形 成 し て も 良 い 。 ま た 、 基 板 が エ ス テ ル 基 を 有 し て い れ ば 、 基 板 表 面 を 部
分 的 に 鹸 化 処 理 す る こ と も 有 効 で あ る 。 さ ら に は 基 板 を UV照 射 処 理 、 プ ラ ズ マ 処 理 し て 密
着 性 を 改 善 す る こ と も で き る 。 　 本 願 発 明 の 製 造 方 法 は 、 表 面 自 由 エ ネ ル ギ ー が 大 き い 基
板 で あ っ て も 、 光 軸 が 基 板 面 に 対 し て 垂 直 方 向 に あ る 光 学 異 方 体 を 効 率 良 く 製 造 す る こ と
が 可 能 で あ る が 、 基 板 の 表 面 自 由 エ ネ ル ギ ー と し て （ Owens-Wendtの 方 法 に よ る ： D.K.Owe
ns and R.C.Wendt, J. Appl. Polym.Sci, 13, 1741(1969)） 、 48mN/m以 上 、 さ ら に 好 ま し
く は 52mN/m以 上 、 特 に 好 ま し く は 56mN/m以 上 を 値 を 持 つ 基 板 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
表 面 自 由 エ ネ ル ギ ー の 測 定 が 困 難 な 場 合 、 表 面 自 由 エ ネ ル ギ ー に か わ る 指 標 と し て 、 特 定
の 液 体 を 滴 下 し た 際 の 接 触 角 を 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 水 を 滴 下 し た 場 合 の 接 触 角
と し て は 70度 以 下 、 さ ら に 68度 以 下 が 好 ま し く 、 特 に 65度 以 下 が 好 ま し い 。 ま た 、 ジ ヨ ー
ド メ タ ン を 滴 下 し た 場 合 の 接 触 角 と し て は 、 26度 以 下 が 好 ま し く 、 さ ら に 24度 以 下 が 好 ま

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-225765 A 2007.9.6



し く 、 特 に 22度 以 下 が 好 ま し い 。 ま た 、 1-ブ ロ モ ナ フ タ レ ン を 滴 下 し た 場 合 の 接 触 角 と し
て は 、 12度 以 下 が 好 ま し く 、 さ ら に 11度 以 下 が 好 ま し く 、 特 に 10度 以 下 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 重 合 性 液 晶 組 成 物 を 基 板 上 に 担 持 さ せ る 際 の 方 法 と し て は 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 、 ダ イ
コ ー テ ィ ン グ 、 エ ク ス ト ル ー ジ ョ ン コ ー テ ィ ン グ 、 ロ ー ル コ ー テ ィ ン グ 、 ワ イ ヤ ー バ ー コ
ー テ ィ ン グ 、 グ ラ ビ ア コ ー テ ィ ン グ 、 ス プ レ ー コ ー テ ィ ン グ 、 デ ィ ッ ピ ン グ 、 プ リ ン ト 法
等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 重 合 性 液 晶 組 成 物 を 溶 媒 に 溶 解 さ せ て 塗 布 し た 場 合 は 、 塗 布 後 に 溶 媒 を 揮 発 さ せ る 必 要
が あ る 。 溶 媒 を 揮 発 さ せ る 方 法 と し て は 、 自 然 乾 燥 、 加 熱 乾 燥 、 減 圧 乾 燥 、 加 熱 減 圧 乾 燥
を あ げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 重 合 性 液 晶 組 成 物 と し て は 、 ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 す る 材 料 で あ り 、 こ の 技 術 分 野 で 重
合 性 液 晶 と 認 識 さ れ る も の で あ れ ば 特 に 制 限 無 く 使 用 す る こ と が で き る が 、 紫 外 線 も し く
は 電 子 線 の 活 性 エ ネ ル ギ ー 線 を 照 射 し て 重 合 さ せ る 際 の 温 度 に お い て ス メ ク チ ッ ク Aを 呈
す る よ う に 重 合 性 液 晶 組 成 物 の 特 性 を 調 節 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 観 点 か ら 、 ス メ ク
チ ッ ク A相 の 上 限 温 度 は 活 性 エ ネ ル ギ ー 線 を 照 射 し て 重 合 さ せ る 温 度 よ り 高 く 設 定 す る こ
と が 好 ま し い 。 ま た 、 ス メ ク チ ッ ク A相 － ネ マ チ ッ ク 相 の 相 系 列 を 持 つ も の は 、 配 向 の 均
一 性 が 高 く な る こ と か ら 好 ま し い 。 配 向 の 均 一 性 を 確 保 す る 観 点 か ら 、 ス メ ク チ ッ ク A相
－ ネ マ チ ッ ク 相 転 移 温 度 は 、 塗 布 基 板 の 温 度 に 対 し て 、 1～ 20℃ 高 い 温 度 に 設 定 す る こ と
が 好 ま し く 、 5～ 15℃ 高 い 温 度 に 設 定 す る こ と が 更 に 好 ま し く 、 8～ 12℃ 高 い 温 度 に 設 定 す
る こ と が 特 に 好 ま し い 。 例 え ば 、 塗 布 基 板 の 温 度 を 25℃ に す る 場 合 、 ス メ ク チ ッ ク A相 －
ネ マ チ ッ ク 相 転 移 温 度 は 、 26～ 45℃ に 設 定 す る の が 好 ま し く 、 30～ 40℃ に 設 定 す る の が 更
に 好 ま し く 、 33～ 37℃ に 設 定 す る の が 特 に 好 ま し い 。 塗 布 基 板 の 温 度 は 10～ 60℃ の 範 囲 に
設 定 す る の が 好 ま し く 、 15～ 35℃ の 範 囲 に 設 定 す る の が 更 に 好 ま し く 、 18～ 28℃ の 範 囲 に
設 定 す る の が 好 ま し い 。 以 上 を 考 慮 す る と 、 ス メ ク チ ッ ク A-ネ マ チ ッ ク 相 転 移 温 度 は 11～
80℃ に 設 定 す る の が 好 ま し く 、 16～ 55℃ に 設 定 す る の が 更 に 好 ま し く 、 19～ 48℃ に 設 定 す
る の が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 重 合 性 液 晶 組 成 物 中 に 含 有 さ れ る 化 合 物 と し て は 、 製 造 す る 硬 化 フ ィ ル ム の 耐 熱 性 を 確
保 す る 観 点 か ら 、 重 合 性 の 官 能 基 を 分 子 中 に 少 な く と も ２ つ 以 上 有 す る も の を 使 用 す る こ
と が 好 ま し い 。 特 に 好 ま し い 化 合 物 と し て は 、 一 般 式 （ Ｉ ）
【 ０ ０ １ ５ 】
【 化 １ 】
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 式 中 、 Ｗ １ 及 び Ｗ ２ は そ れ ぞ れ 独 立 的 に 単 結 合 、 － Ｏ － 、 － Ｃ Ｏ Ｏ － 又 は － Ｏ Ｃ Ｏ － を
表 し 、 Ｙ １ 及 び Ｙ ２ は そ れ ぞ れ 独 立 的 に － Ｃ Ｏ Ｏ － 又 は － Ｏ Ｃ Ｏ － を 表 し 、 ｐ 及 び ｑ は そ
れ ぞ れ 独 立 的 に ２ ～ １ ８ の 整 数 を 表 す が 、 式 中 に 存 在 す る １ ， ４ － フ ェ ニ レ ン 基 は 炭 素 原
子 数 １ ～ ７ の ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ル カ ノ イ ル 基 、 シ ア ノ 基 又 は ハ ロ ゲ ン 原 子 で
一 つ 以 上 置 換 さ れ て い て も 良 い 。 ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 般 式 （ I） に お い て 、 Ｗ １ 及 び Ｗ ２ は － Ｏ － を 表 し 、 Ｙ １ は － Ｃ Ｏ Ｏ － を 表 し 、 Ｙ ２

は － Ｏ Ｃ Ｏ － を 表 し 、 ｐ 及 び ｑ は そ れ ぞ れ 独 立 的 に ３ ～ １ ２ の 整 数 で あ る 化 合 物 が よ り 好
ま し く 、 ｐ ＝ ｑ ＝ ６ 又 は ｐ ＝ ｑ ＝ ３ で あ る 化 合 物 が 好 ま し い 。
　 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る 化 合 物 は さ ら に 具 体 的 に は 、 一 般 式 （ Ｉ － １ ） ～ 一 般 式 （ Ｉ ―
８ ） で 表 さ れ る 化 合 物 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 式 中 、 ｐ 及 び ｑ は 一 般 式 （ I） に お け る 意 味 と 同 じ 。 ）
一 般 式 （ Ｉ － １ ） ～ 一 般 式 （ Ｉ ― ８ ） に お い て 、 ｐ 及 び ｑ は そ れ ぞ れ 独 立 的 に ３ ～ １ ２ の
整 数 で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 一 般 式 （ I） で 表 さ れ る 化 合 物 は 、 本 発 明 の 組 成 物 が 安 定 に 液 晶 相 を 発 現 さ せ る 目 的 と
結 晶 相 の 析 出 を 避 け る 目 的 か ら 、 ２ 種 以 上 含 有 さ せ る こ と が 好 ま し く 、 一 般 式 （ Ｉ － １ ）
～ 一 般 式 （ Ｉ ― ８ ） に お い て 、 ｐ ＝ ｑ ＝ ６ 又 は ｐ ＝ ｑ ＝ ３ の 化 合 物 を ２ 種 以 上 含 有 す る こ
と が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の 重 合 性 液 晶 組 成 物 中 で の 濃 度 は 、 耐 熱 性 や 液 晶 温 度 範
囲 の 観 点 か ら 20質 量 ％ 以 上 が 好 ま し く 、 40質 量 %以 上 が さ ら に 好 ま し く 、 60質 量 %以 上 が 特
に 好 ま し い 。
　 重 合 性 液 晶 組 成 物 と し て は 、 一 般 式 （ II）
【 ０ ０ ２ １ 】
【 化 ３ 】
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 式 中 、 Ｗ ３ 及 び Ｗ ４ は そ れ ぞ れ 独 立 的 に 単 結 合 、 － Ｏ － 、 － Ｃ Ｏ Ｏ － 又 は － Ｏ Ｃ Ｏ － を
表 し 、 Ｙ ３ は － Ｃ Ｏ Ｏ － 又 は － Ｏ Ｃ Ｏ － を 表 し 、 ｒ 及 び ｓ は そ れ ぞ れ 独 立 的 に ２ ～ １ ８ の
整 数 を 表 す が 、 式 中 に 存 在 す る １ ， ４ － フ ェ ニ レ ン 基 は 炭 素 原 子 数 １ ～ ７ の ア ル キ ル 基 、
ア ル コ キ シ 基 、 ア ル カ ノ イ ル 基 、 シ ア ノ 基 又 は ハ ロ ゲ ン 原 子 で 一 つ 以 上 置 換 さ れ て い て も
良 い 。 ） で 表 さ れ る 化 合 物 を 含 有 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 一 般 式 （ II） の よ う な ２ 官 能 液
晶 性 ア ク リ レ ー ト を 用 い る と 、 室 温 で ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 す る 組 成 物 を 容 易 に 得 る こ と
が で き る 。 一 般 式 （ II） で 表 さ れ る 化 合 物 は 、 さ ら に 具 体 的 に は 、 一 般 式 （ II－ １ ） ～ 一
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般 式 （ II― １ ０ ） で 表 さ れ る 化 合 物 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 式 中 、 ｒ 及 び ｓ は 一 般 式 （ II） に お け る 意 味 と 同 じ 。 ）
　 一 般 式 （ II） で 表 さ れ る 化 合 物 の 重 合 性 液 晶 組 成 物 中 で の 濃 度 は 、 耐 熱 性 や 液 晶 温 度 範
囲 の 観 点 か ら 5～ 50質 量 ％ が 好 ま し く 、 7～ 40質 量 %が さ ら に 好 ま し く 、 10～ 30質 量 %が 特 に
好 ま し い 。
　 重 合 性 液 晶 組 成 物 と し て は 、 シ ア ノ 基 を 有 す る 単 官 能 液 晶 性 ア ク リ レ ー ト を 含 有 さ せ る
こ と も 、 ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 す る 傾 向 が あ る た め 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 一 般 式 （ III）
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 化 ５ 】
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 式 中 、 Ｗ ５ は 単 結 合 、 － Ｏ － 、 － Ｃ Ｏ Ｏ － 又 は － Ｏ Ｃ Ｏ － を 表 し 、 Ｙ ４ 及 び Ｙ ５ は そ れ
ぞ れ 独 立 に 単 結 合 、 -CH 2 CH 2 COO-、 -CH 2 CH 2 OCO-、 -COOCH 2 CH 2 -、 -OCOCH 2 CH 2 -、 -CH 2 CH 2 -、
-CH 2 O-、 -OCH 2 -、 -COO-、 -OCO-、 -C≡ C-、 -CH=CH-、 -CF=CF-、 -(CH 2 ) 4 -、 -CH 2 CH 2 CH 2 O-、
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-OCH 2 CH 2 CH 2 -、 -CH=CH-CH 2 CH 2 -、 -CH 2 CH 2 -CH=CH-、 -CH=CH-COO-又 は -OCO-CH=CH-を 表 し 、
ｔ は ２ ～ １ ８ の 整 数 を 表 し 、 ｎ は ０ ま た は １ を 表 す が 、 式 中 に 存 在 す る １ ， ４ － フ ェ ニ レ
ン 基 は 炭 素 原 子 数 １ ～ ７ の ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ル カ ノ イ ル 基 、 シ ア ノ 基 又 は ハ
ロ ゲ ン 原 子 で 一 つ 以 上 置 換 さ れ て い て も 良 い 。 ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 好 ま し い 。 一 般 式 （
III） で 表 さ れ る 化 合 物 の 中 で も 、 Ｙ ４ 及 び Ｙ ５ は そ れ ぞ れ 独 立 に 単 結 合 、 -COO-又 は -OCO
-で 表 さ れ る も の が 好 ま し い 。 さ ら に 具 体 的 に は 、 一 般 式 （ III－ １ ） ～ 一 般 式 （ III― ４
） で 表 さ れ る 化 合 物 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 式 中 、 ｔ は 一 般 式 （ III） に お け る 意 味 と 同 じ 。 ）
一 般 式 （ III－ １ ） ～ 一 般 式 （ III― ４ ） の 中 で も 、 ス メ ク チ ッ ク A相 の 下 限 温 度 を 40℃ 以
下 に す る 観 点 か ら 、 （ III-1） 及 び （ III-3） の 化 合 物 が 好 ま し く 、 一 般 式 （ III-1） の 化
合 物 が 特 に 好 ま し い 。 ｔ は ３ ～ １ ８ が 好 ま し く 、 ４ ～ １ ６ が 好 ま し く 、 ６ ～ １ ２ が さ ら に
好 ま し い 。 ３ よ り 小 さ い と ス メ ク チ ッ ク A相 を 得 る の が 難 し く な る 傾 向 が あ り 、 １ ２ よ り
大 き い と 光 重 合 し て 得 ら れ る 重 合 体 の 耐 熱 性 が 劣 化 す る 傾 向 が あ る 。 一 般 式 （ III） で 表
さ れ る 化 合 物 の 重 合 性 液 晶 組 成 物 中 の 濃 度 は 、 耐 熱 性 や 液 晶 温 度 範 囲 の 観 点 か ら 20質 量 ％
以 下 が 好 ま し く 、 15質 量 %が さ ら に 好 ま し い 。
　 以 上 あ げ た 化 合 物 の 他 に も 重 合 性 液 晶 組 成 物 に 、 ２ 官 能 液 晶 性 ア ク リ レ ー ト と し て は 、
一 般 式 （ ａ － １ ） ～ 一 般 式 （ ａ ― １ ０ ） で 表 さ れ る 化 化 合 物 を 含 有 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 式 中 、 u及 び vは そ れ ぞ れ 独 立 的 に ２ ～ １ ８ の 整 数 を 表 す 。 ）
　 ｕ 及 び ｖ は ３ ～ １ ８ が 好 ま し く 、 ４ ～ １ ６ が 好 ま し く 、 ６ ～ １ ２ が さ ら に 好 ま し い 。 ３
よ り 小 さ い と ス メ ク チ ッ ク A相 を 得 る の が 難 し く な る 傾 向 が あ り 、 １ ２ よ り 大 き い と 光 重
合 し て 得 ら れ る 重 合 体 の 耐 熱 性 が 劣 化 す る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 重 合 性 液 晶 組 成 物 に は 、 重 合 性 官 能 基 を 有 す る 化 合 物 で あ っ て 、 液 晶 性 を 示 さ な い 化 合
物 を 添 加 す る こ と も で き る 。 こ の よ う な 化 合 物 と し て は 、 通 常 、 こ の 技 術 分 野 で 高 分 子 形
成 性 モ ノ マ ー あ る い は 高 分 子 形 成 性 オ リ ゴ マ ー と し て 認 識 さ れ る も の で あ れ ば 特 に 制 限 な
く 使 用 す る こ と が で き る が 、 そ の 添 加 量 は 組 成 物 と し て ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 す る よ う に
調 整 す る 必 要 が あ る 。
　 重 合 性 液 晶 組 成 物 の 粘 度 は 、 塗 布 性 を 確 保 す る た め に 室 温 （ 25℃ ） に お い て 、 2000mPa
・ s以 上 、 さ ら に 好 ま し く は 3500cps以 上 、 特 に 好 ま し く は 5000mPa・ s以 上 に 調 節 す る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 重 合 性 液 晶 組 成 物 に は 、 そ の 重 合 反 応 性 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と し て 、 光 重 合
開 始 剤 を 添 加 す る こ と が で き る 。 光 重 合 開 始 剤 と し て は 、 ベ ン ゾ イ ン エ ー テ ル 類 、 ベ ン ゾ
フ ェ ノ ン 類 、 ア セ ト フ ェ ノ ン 類 、 ベ ン ジ ル ケ タ ー ル 類 、 ア シ ル フ ォ ス フ ィ ン オ キ サ イ ド 等
が 挙 げ ら れ る 。 そ の 添 加 量 は 、 液 晶 組 成 物 に 対 し て ０ ． ０ １ ～ ５ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 ０ ．
０ ２ ～ １ 質 量 ％ が さ ら に 好 ま し く 、 ０ ． ０ ３ ～ １ 質 量 ％ の 範 囲 が 特 に 好 ま し い 。
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　 ま た 、 重 合 性 液 晶 組 成 物 に は 、 そ の 保 存 安 定 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 安 定 剤 を 添 加 す る
こ と も で き る 。 使 用 で き る 安 定 剤 と し て は 、 例 え ば 、 ヒ ド ロ キ ノ ン 、 ヒ ド ロ キ ノ ン モ ノ ア
ル キ ル エ ー テ ル 類 、 第 三 ブ チ ル カ テ コ ー ル 類 、 ピ ロ ガ ロ ー ル 類 、 チ オ フ ェ ノ ー ル 類 、 ニ ト
ロ 化 合 物 類 、 β － ナ フ チ ル ア ミ ン 類 、 β － ナ フ ト ー ル 類 、 ニ ト ロ ソ 化 合 物 等 が 挙 げ ら れ る
。 安 定 剤 を 使 用 す る 場 合 の 添 加 量 は 、 液 晶 組 成 物 に 対 し て ０ ． ０ ０ ５ ～ １ 質 量 ％ の 範 囲 が
好 ま し く 、 ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ５ 質 量 ％ が さ ら に 好 ま し く 、 ０ ． ０ ３ ～ ０ ． １ 質 量 ％ が 特 に 好
ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 重 合 性 液 晶 組 成 物 に は 、 そ の 目 的 に 応 じ て 金 属 、 金 属 錯 体 、 染 料 、 顔 料 、 色 素 、
蛍 光 材 料 、 燐 光 材 料 、 界 面 活 性 剤 、 レ ベ リ ン グ 剤 、 チ キ ソ 剤 、 ゲ ル 化 剤 、 多 糖 類 、 紫 外 線
吸 収 剤 、 赤 外 線 吸 収 剤 、 抗 酸 化 剤 、 イ オ ン 交 換 樹 脂 、 酸 化 チ タ ン 等 の 金 属 酸 化 物 等 を 添 加
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 に お い て 重 合 さ せ る た め の 活 性 エ ネ ル ギ ー 線 と し て 紫 外 線 を 使 用 す る
場 合 、 偏 光 光 源 を 用 い て も 良 い し 、 非 偏 光 光 源 を 用 い て も 良 い 。 照 射 時 の 温 度 は 、 重 合 性
液 晶 組 成 物 が ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 す る 温 度 に 調 整 さ れ る 必 要 が あ る 。 活 性 エ ネ ル ギ ー 線
の 強 度 は 、 ０ ． １ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ ～ ２ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ が 好 ま し い 。 強 度 が ０ ． １ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ 以
下 の 場 合 、 光 重 合 を 完 了 さ せ る の に 多 大 な 時 間 が 必 要 に な り 生 産 性 が 悪 化 し て し ま い 、 ２
Ｗ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 の 場 合 、 は 重 合 性 液 晶 組 成 物 が 劣 化 し て し ま う 危 険 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 重 合 に よ っ て 得 ら れ た 光 学 異 方 体 は 、 初 期 の 特 性 変 化 を 軽 減 し 、 安 定 的 な 特 性 発 現 を 図
る こ と を 目 的 と し て 熱 処 理 を 施 す こ と も で き る 。 熱 処 理 の 温 度 は ５ ０ ～ ２ ５ ０ ℃ の 範 囲 で
、 ま た 熱 処 理 時 間 は ３ ０ 秒 ～ １ ２ 時 間 の 範 囲 が 好 ま し い 。
　 こ の よ う な 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 光 学 異 方 体 は 積 層 し て も 、 他 の 基 板 に 転 写 し て も 良
い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 で 得 ら れ た 光 学 異 方 体 は 基 板 と の 接 着 性 に 優 れ て い る た め 、 液 晶 デ ィ
ス プ レ イ 用 光 学 異 方 体 と し て 有 用 で あ る 。 特 に 「 C-プ レ ー ト 」 タ イ プ の 光 学 異 方 体 は 液 晶
デ ィ ス プ レ イ に 必 須 部 品 で あ る 偏 光 フ ィ ル ム の 視 野 角 依 存 性 を 改 善 す る の に 有 用 で あ る こ
と が 知 ら れ て お り 、 適 用 範 囲 が 広 い 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 中 で も 、 視 野 角 が 広 い IPS（ イ
ン プ レ ー ン ス イ ッ チ ン グ ） モ ー ド や SS-FLC（ 表 面 安 定 化 強 誘 電 性 液 晶 ） モ ー ド の 視 野 角 を
さ ら に 改 善 で き る の で 、 こ れ ら モ ー ド へ の 適 用 は 好 ま し い 形 態 で あ る 。 本 光 学 異 方 体 は 液
晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 使 用 さ れ る 偏 光 板 と 液 晶 層 の 間 に 配 置 さ れ れ ば 良 く 、 液 晶 セ ル と
偏 光 板 の 間 、 も し く は 液 晶 セ ル 内 部 に 設 置 し て も 良 い 。 液 晶 セ ル 内 部 へ の 配 置 は 視 差 解 消
に 効 果 が あ る た め 好 ま し い 。 　 当 該 光 学 異 方 体 は 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 中 に 複 数 配 置 し て も 良
い 。 当 該 光 学 異 方 体 の 光 学 パ ラ メ ー タ と し て は 、 Rth（ （ 厚 み 方 向 の 屈 折 率 － 面 内 方 向 の
屈 折 率 ） × 厚 み ） が 重 要 で 、 50～ 200nmに 設 定 す る の が 好 ま し く 、 60-180nmが さ ら に 好 ま
し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 挙 げ て 本 発 明 を 更 に 詳 述 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 ま た 、 以 下 の 実 施 例 及 び 比 較 例 の 組 成 物 に お け る 「 %」 は 『 質 量 %』 を 意 味
し 、 室 温 と は ２ ５ ℃ を 意 味 す る 。
（ 実 施 例 １ ）
　 以 下 に 示 す 組 成 の 重 合 性 液 晶 組 成 物 （ A） を 調 製 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】

10

20

30

40

(10) JP 2007-225765 A 2007.9.6



【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
重 合 性 液 晶 組 成 物 （ A） は 、 一 度 、 等 方 性 液 体 相 ま で 加 熱 し て か ら 冷 却 す る と 、 70℃ で ネ
マ チ ッ ク 相 に 相 転 移 し 、 35℃ で ス メ ク チ ッ ク A相 に 相 転 移 し た 。 こ の ス メ ク チ ッ ク A相 は 室
温 に お い て も 保 た れ た 。 本 組 成 物 （ A） に 光 重 合 開 始 剤 イ ル ガ キ ュ ア ー ６ ５ １ （ チ バ ス ペ
シ ャ リ テ ィ ケ ミ カ ル ズ 製 ） 2%を 添 加 し て 、 組 成 物 （ A-1） を 調 製 し た 。 さ ら に 、 組 成 物 （ A
-1） を 濃 度 が 30%と な る よ う に プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト に 溶
解 さ せ 、 塗 布 組 成 物 （ A-2） を 調 整 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 を 用 意 し た 。 ポ リ イ ミ ド の 表 面 自 由 エ ネ ル ギ ー は
49.3mN/mで あ っ た （ Owens-Wendtの 式 に よ る ） 。 ポ リ イ ミ ド に 水 を 滴 下 し た 場 合 の 接 触 角
は 67.9度 で 、 ジ ヨ ー ド メ タ ン を 滴 下 し た 場 合 の 接 触 角 は 24.5度 で 、 1-ブ ロ モ ナ フ タ レ ン を
滴 下 し た 場 合 の 接 触 角 は 11.8度 で あ っ た 。 本 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 ガ ラ ス 基 板 を 2枚 用 意 し て
、 2枚 の 基 板 を 10μ ｍ の 間 隙 を も っ て 対 向 さ せ 、 お 互 い の ラ ビ ン グ 方 向 が 平 行 に な る よ う
に 配 置 し 、 そ の 間 隙 に ネ マ チ ッ ク 液 晶 化 合 物 4-シ ア ノ -4’ -ペ ン チ ル ビ フ ェ ニ ル を 注 入 し
た 。 こ れ を 2枚 の 偏 光 板 の 間 に お い て 観 察 し た と こ ろ 、 ネ マ チ ッ ク 液 晶 は ホ モ ジ ニ ア ス 配
向 し て お り 、 ポ リ イ ミ ド 基 板 に 対 し て ネ マ チ ッ ク 液 晶 が ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い な い
こ と が 確 か め ら れ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の ラ ビ ン グ し た ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 に 、 室 温 に て 塗 布 組 成 物 （ A-2） を
ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た 。 塗 布 膜
を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ A-1） は ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配
向 し て い た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外 線 を 2分
間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ A-1） を 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 ホ メ オ
ト ロ ピ ッ ク 配 向 状 態 が 固 定 化 さ れ て お り 、 Cプ レ ー ト が 得 ら れ た こ と が 確 か め ら れ た 。 Rth
を 測 定 し た と こ ろ 、 150nmで あ っ た 。 得 ら れ た 硬 化 膜 と ガ ラ ス 基 板 の 接 着 性 は 優 れ て お り
、 剥 離 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 ラ ビ ン グ し て い な い ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 を 用 意 し た 。 ポ リ イ ミ ド 自 体 は 実
施 例 １ と 同 じ も の を 用 い た 。 本 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 ガ ラ ス 基 板 を 2枚 用 意 し て 、 2枚 の 基 板 を
10μ ｍ の 間 隙 を も っ て 対 向 さ せ 、 そ の 間 隙 に ネ マ チ ッ ク 液 晶 化 合 物 4-シ ア ノ -4’ -ペ ン チ
ル ビ フ ェ ニ ル を 注 入 し た 。 こ れ を 2枚 の 偏 光 板 の 間 に お い て 観 察 し た と こ ろ 、 ネ マ チ ッ ク
液 晶 の 配 向 は ラ ン ダ ム で あ り 、 ポ リ イ ミ ド 基 板 に 対 し て ネ マ チ ッ ク 液 晶 が ホ メ オ ト ロ ピ ッ
ク 配 向 し て い な い こ と が 確 か め ら れ た 。 こ の ラ ビ ン グ し て い な い ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 付 き ガ
ラ ス 基 板 に 、 実 施 例 １ で 調 整 し た 塗 布 組 成 物 （ A-2） を 室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し
た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ
ろ 、 組 成 物 （ A-1） は ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い た 。 こ
の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と
に よ り 、 組 成 物 （ A-1） を 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向
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状 態 が 固 定 化 さ れ て お り 、 Cプ レ ー ト が 得 ら れ た こ と が 確 か め ら れ た 。 得 ら れ た 硬 化 膜 と
ガ ラ ス 基 板 の 接 着 性 は 優 れ て お り 、 剥 離 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 実 施 例 ３ ）
　 ガ ラ ス 基 板 を 用 意 し た 。 本 ガ ラ ス 基 板 を 2枚 用 意 し て 、 2枚 の 基 板 を 10μ ｍ の 間 隙 を も っ
て 対 向 さ せ 、 そ の 間 隙 に ネ マ チ ッ ク 液 晶 化 合 物 4-シ ア ノ -4’ -ペ ン チ ル ビ フ ェ ニ ル を 注 入
し た 。 こ れ を 2枚 の 偏 光 板 の 間 に お い て 観 察 し た と こ ろ 、 ネ マ チ ッ ク 液 晶 の 配 向 は ラ ン ダ
ム で あ り 、 ポ リ イ ミ ド 基 板 に 対 し て ネ マ チ ッ ク 液 晶 が ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い な い こ
と が 確 か め ら れ た 。 こ の ガ ラ ス 基 板 に 、 実 施 例 １ で 調 整 し た 塗 布 組 成 物 （ A-2） を 室 温 （ 2
5℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ
た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ A-1） は ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト
ロ ピ ッ ク 配 向 し て い た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫
外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ A-1） を 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ
、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 状 態 が 固 定 化 さ れ て お り 、 Cプ レ ー ト が 得 ら れ た こ と が 確 か め ら
れ た 。 得 ら れ た 硬 化 膜 と ガ ラ ス 基 板 の 接 着 性 は 優 れ て お り 、 剥 離 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ 実 施 例 ４ ）
　 実 施 例 ３ で 用 い た も の と 同 じ ガ ラ ス 基 板 に 、 実 施 例 １ で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 （ A-2） を
室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ
で あ っ た 。 こ の 基 板 を 一 度 50℃ ま で 加 熱 後 、 室 温 （ 25℃ ） ま で 徐 冷 し て 塗 布 膜 を 観 察 し た
と こ ろ 、 組 成 物 （ A-1） は ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い た
。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る
こ と に よ り 、 組 成 物 （ A-1） を 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク
配 向 状 態 が 固 定 化 さ れ て お り 、 Cプ レ ー ト が 得 ら れ た こ と が 確 か め ら れ た 。 得 ら れ た 硬 化
膜 と ガ ラ ス 基 板 の 接 着 性 は 優 れ て お り 、 剥 離 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 実 施 例 ５ ）
　 実 施 例 １ で 調 整 し た 組 成 物 （ A-1） を 濃 度 が 30%と な る よ う に キ シ レ ン に 溶 解 さ せ 、 塗 布
組 成 物 （ A-3） を 用 意 し た 。 こ れ を 、 実 施 例 ３ で 用 い た も の と 同 じ ガ ラ ス 基 板 に 室 温 （ 25
℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た
。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ A-1） は ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ
ピ ッ ク 配 向 し て い た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外
線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ A-1） を 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、
ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 状 態 が 固 定 化 さ れ て お り 、 Cプ レ ー ト が 得 ら れ た こ と が 確 か め ら れ
た 。 得 ら れ た 硬 化 膜 と ガ ラ ス 基 板 の 接 着 性 は 優 れ て お り 、 剥 離 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ 実 施 例 ６ ）
　 実 施 例 ５ で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 （ A-3） を 、 実 施 例 ３ で 用 い た も の と 同 じ ガ ラ ス 基 板 に
室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ
で あ っ た 。 こ の 基 板 を 一 度 50℃ ま で 加 熱 後 、 室 温 （ 25℃ ） ま で 徐 冷 し て 塗 布 膜 を 観 察 し た
と こ ろ 、 組 成 物 （ A-1） は ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い た
。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る
こ と に よ り 、 組 成 物 （ A-1） を 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク
配 向 状 態 が 固 定 化 さ れ て お り 、 Cプ レ ー ト が 得 ら れ た こ と が 確 か め ら れ た 。 得 ら れ た 硬 化
膜 と ガ ラ ス 基 板 の 接 着 性 は 優 れ て お り 、 剥 離 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 実 施 例 ７ ）
　 実 施 例 １ で 調 製 し た 組 成 物 （ A-1） を 濃 度 が 30%と な る よ う に ア セ ト ン に 溶 解 さ せ 、 塗 布
組 成 物 （ A-4） を 調 製 し た 。 こ れ を 実 施 例 1で 用 い た も の と 同 じ ラ ビ ン グ し た ポ リ イ ミ ド 配
向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 に 室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転
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） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ A-1） は ス メ ク チ ッ
ク A相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光
源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ A-1） を 硬 化 さ
せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 状 態 が 固 定 化 さ れ て お り 、 Cプ レ
ー ト が 得 ら れ た こ と が 確 か め ら れ た 。 得 ら れ た 硬 化 膜 と ガ ラ ス 基 板 の 接 着 性 は 優 れ て お り
、 剥 離 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ 実 施 例 ８ ）
　 実 施 例 ７ で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 （ A-4） を 、 実 施 例 ２ で 用 い た も の と 同 じ ラ ビ ン グ し て
い な い ポ リ イ ミ ド 配 硬 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 に 室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０
回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （
A-1） は ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い た 。 こ の 状 態 で 、 高
圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成
物 （ A-1） を 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 状 態 が 固 定 化
さ れ て お り 、 Cプ レ ー ト が 得 ら れ た こ と が 確 か め ら れ た 。 得 ら れ た 硬 化 膜 と ガ ラ ス 基 板 の
接 着 性 は 優 れ て お り 、 剥 離 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ 実 施 例 ９ ）
実 施 例 ７ で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 （ A-4） を 、 実 施 例 ３ で 用 い た も の と 同 じ ガ ラ ス 基 板 に 室
温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で
あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ A-1） は ス メ ク チ ッ ク A相 を 呈 し て お り 、 ホ メ
オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度
の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ A-1） を 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と
こ ろ 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 状 態 が 固 定 化 さ れ て お り 、 Cプ レ ー ト が 得 ら れ た こ と が 確 か
め ら れ た 。 得 ら れ た 硬 化 膜 と ガ ラ ス 基 板 の 接 着 性 は 優 れ て お り 、 剥 離 は 認 め ら れ な か っ た
。
（ 比 較 例 １ ）
　 以 下 に 示 す 組 成 の 重 合 性 液 晶 組 成 物 （ B） を 調 製 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ １ 】
重 合 性 液 晶 組 成 物 （ B） は 、 一 度 、 等 方 性 液 体 相 ま で 加 熱 し て か ら 冷 却 す る と 、 72℃ で ネ
マ チ ッ ク 相 に 相 転 移 し 、 ス メ ク チ ッ ク A相 は 示 さ な か っ た 。 本 組 成 物 （ B） に 光 重 合 開 始 剤
イ ル ガ キ ュ ア ー ６ ５ １ （ チ バ ス ペ シ ャ リ テ ィ ケ ミ カ ル ズ 製 ） 2%添 加 し て 、 組 成 物 （ B-1）
を 調 製 し た 。 さ ら に 組 成 物 （ B-1） を 濃 度 が 30%と な る よ う に プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ
チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト に 溶 解 さ せ 、 塗 布 組 成 物 （ B-2） を 調 製 し た 。 こ れ を 実 施 例 １ で
用 い た も の と 同 じ ラ ビ ン グ し た ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 に 、 室 温 （ 25℃ ） に て ス
ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た 。 塗 布 膜 を
観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ B-1） は ネ マ チ ッ ク 相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し
て い な か っ た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外 線 を 2
分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ B-1） は 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 Cプ レ
ー ト で は な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ 比 較 例 ２ ）
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　 比 較 例 １ で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 （ B-2） を 、 実 施 例 ２ で 用 い た も の と 同 じ ラ ビ ン グ し て
い な い ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 に 室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０
回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （
B-1） は ネ マ チ ッ ク 相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い な か っ た 。 こ の 状 態 で
、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm2の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、
組 成 物 （ B-1） は 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 Cプ レ ー ト で は な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ 比 較 例 ３ ）
　 比 較 例 １ で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 （ B-2） を 、 実 施 例 ３ で 用 い た も の と 同 じ ガ ラ ス 基 板 に
室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ
で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ B-1） は ネ マ チ ッ ク 相 を 呈 し て お り 、 ホ メ
オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い な か っ た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm2
の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ B-1） は 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察
し た と こ ろ 、 Cプ レ ー ト で は な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ 比 較 例 ４ ）
　 比 較 例 １ で 調 製 し た 組 成 物 （ B-1） を 濃 度 が 30%と な る よ う に キ シ レ ン に 溶 解 さ せ 、 塗 布
組 成 物 （ B-3） を 調 製 し た 。 こ れ を 実 施 例 １ で 用 い た も の と 同 じ ラ ビ ン グ し た ポ リ イ ミ ド
配 向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 に 、 室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒
回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ B-1） は ネ マ チ
ッ ク 相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い な か っ た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン
プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ B-1） は
硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 Cプ レ ー ト で は な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 比 較 例 ５ ）
　 比 較 例 ４ で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 （ B-3） を 、 実 施 例 ２ で 用 い た も の と 同 じ ラ ビ ン グ し て
い な い ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 に 、 室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０
０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物
（ B-1） は ネ マ チ ッ ク 相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い な か っ た 。 こ の 状 態
で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り
、 組 成 物 （ B-1） は 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 Cプ レ ー ト で は な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ 比 較 例 ６ ）
比 較 例 ４ で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 （ B-3） を 、 実 施 例 ３ で 用 い た も の と 同 じ ガ ラ ス 基 板 に 、
室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ
で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ B-1） は ネ マ チ ッ ク 相 を 呈 し て お り 、 ホ メ
オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い な か っ た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2

の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ B-1） は 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察
し た と こ ろ 、 Cプ レ ー ト で は な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ 比 較 例 ７ ）
　 比 較 例 １ で 調 製 し た 組 成 物 （ B-1） を 濃 度 が 30%と な る よ う に ア セ ト ン に 溶 解 さ せ 、 塗 布
組 成 物 （ B-4） を 調 製 し た 。 こ れ を 、 実 施 例 １ で 用 い た も の と 同 じ ラ ビ ン グ し た ポ リ イ ミ
ド 配 向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 に 、 室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30
秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ B-1） は ネ マ
チ ッ ク 相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い な か っ た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ
ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm2の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ B-1）
は 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 Cプ レ ー ト で は な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ 比 較 例 ８ ）
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　 比 較 例 ７ で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 (B-4)を 、 実 施 例 ２ で 用 い た も の と 同 じ ラ ビ ン グ し て い
な い ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 に 、 室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０
回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （
B-1） は ネ マ チ ッ ク 相 を 呈 し て お り 、 ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い な か っ た 。 こ の 状 態 で
、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm2の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、
組 成 物 （ B-1） は 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 Cプ レ ー ト で は な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ 比 較 例 ９ ）
　 比 較 例 ７ で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 (B-4)を 、 実 施 例 ３ で 用 い た も の と 同 じ ガ ラ ス 基 板 に 、
室 温 （ 25℃ ） に て ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 厚 は 約 １ μ ｍ
で あ っ た 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （ B-1） は ネ マ チ ッ ク 相 を 呈 し て お り 、 ホ メ
オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い な か っ た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm2
の 強 度 の 紫 外 線 を 2分 間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ B-1） は 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察
し た と こ ろ 、 Cプ レ ー ト で は な か っ た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ 比 較 例 １ ０ ）
垂 直 配 向 性 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 付 き ガ ラ ス 基 板 を 用 意 し た 。 ポ リ イ ミ ド の 表 面 自 由 エ ネ ル ギ
ー は 42.4mN/mで あ っ た （ Owens-Wendtの 式 に よ る ） 。 ポ リ イ ミ ド に 水 を 滴 下 し た 場 合 の 接
触 角 は 76.8度 で 、 ジ ヨ ー ド メ タ ン を 滴 下 し た 場 合 の 接 触 角 は 37.6度 で 、 1-ブ ロ モ ナ フ タ レ
ン を 滴 下 し た 場 合 の 接 触 角 は 21.0度 で あ っ た 。 本 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 ガ ラ ス 基 板 を 2枚 用 意
し て 、 2枚 の 基 板 を 10μ ｍ の 間 隙 を も っ て 対 向 さ せ 、 お 互 い の ラ ビ ン グ 方 向 が 平 行 に な る
よ う に 配 置 し 、 そ の 間 隙 に ネ マ チ ッ ク 液 晶 化 合 物 4-シ ア ノ -4’ -ペ ン チ ル ビ フ ェ ニ ル を 注
入 し た 。 こ れ を 2枚 の 偏 光 板 の 間 に お い て 観 察 し た と こ ろ 、 ネ マ チ ッ ク 液 晶 は ホ メ オ ト ロ
ピ ッ ク 配 向 し て い た 。 こ れ に 、 比 較 例 1で 調 製 し た 塗 布 組 成 物 （ B-2） を 室 温 （ 25℃ ） に て
ス ピ ン コ ー ト し た （ ３ ０ ０ ０ 回 転 ／ 分 で 30秒 回 転 ） 。 塗 布 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 組 成 物 （
B’ ） は ホ メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 し て い た も の の 、 膜 厚 ム ラ が 大 き く 、 塗 布 で き て い な い 部
分 も あ っ た 。 こ の 状 態 で 、 高 圧 水 銀 ラ ン プ を 光 源 と す る ４ ０ mW/cm 2 の 強 度 の 紫 外 線 を 2分
間 照 射 す る こ と に よ り 、 組 成 物 （ B-1） は 硬 化 さ せ た 。 硬 化 膜 を 観 察 し た と こ ろ 、 Cプ レ ー
ト で は あ る も の の 、 膜 厚 ム ラ が 大 き く 、 塗 れ て い な い 部 分 も あ り 、 均 一 性 に 欠 け て い た 。
ま た 、 得 ら れ た Cプ レ ー ト フ ィ ル ム は 、 垂 直 配 向 性 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 か ら 容 易 に 剥 離 し て
し ま っ た 。
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